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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第48期 

第３四半期累計期間 
第49期 

第３四半期累計期間 
第48期 

会計期間 
自平成26年４月１日 
至平成26年12月31日 

自平成27年４月１日 
至平成27年12月31日 

自平成26年４月１日 
至平成27年３月31日 

売上高 （千円） 7,041,288 6,749,161 9,117,000 

経常利益 （千円） 203,876 416,691 201,159 

四半期（当期）純利益 （千円） 112,867 254,030 104,535 

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － － 

資本金 （千円） 2,144,134 2,144,134 2,144,134 

発行済株式総数 （株） 7,767,800 7,767,800 7,767,800 

純資産額 （千円） 10,881,885 11,123,693 10,893,655 

総資産額 （千円） 17,940,916 17,905,946 17,279,476 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 14.55 32.75 13.48 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － － 

１株当たり配当額 （円） 7.50 7.50 12.50 

自己資本比率 （％） 60.7 62.1 63.0 

営業活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） 170,556 348,946 △28,663 

投資活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） △324,084 △70,603 △400,721 

財務活動によるキャッシュ・フロ

ー 
（千円） 459,633 54,813 383,455 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 1,652,725 1,633,847 1,300,690 

 

回次
第48期

第３四半期会計期間
第49期

第３四半期会計期間

会計期間
自平成26年10月１日
至平成26年12月31日

自平成27年10月１日
至平成27年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.97 20.48 

 （注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。 

２【事業の内容】

 当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新興国の景気減速を背景に足踏みの状態となっております。一方

企業収益につきましては、引き続き原油安によるコスト低減が利益の押し上げに寄与し、好調に推移しておりま

す。

当業界におきましては、市場を大きく左右する持家着工戸数が、緩やかな回復基調は維持しておりますが、その

水準は低水準で推移しており、依然として厳しい市場環境が続いております。 

このような経営環境のもと、引き続き販売強化を図り、当第３四半期会計期間では前年同期間を上回る売上高と

なりましたが、第２四半期累計期間の落ち込み分を吸収することができず、当第３四半期累計期間の売上高につき

ましては、前年同四半期比4.1％減の6,749百万円となりました。

損益面につきましては、全社をあげてのコスト削減対策が奏功し、当第３四半期における売上原価率は、前年同

四半期比4.6ポイント減の72.7％となりました。

この結果、当第３四半期累計期間の業績は、売上高6,749百万円（前年同四半期比4.1％減）、営業利益440百万

円（前年同四半期比105.6％増）、経常利益416百万円（前年同四半期比104.4％増）、四半期純利益254百万円（前

年同四半期比125.1％増）の減収増益となりました。 

 

(2）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ333百万

円増加し、1,633百万円となりました。 

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、前年同四半期累計期間に比べ178百万円増加し、348百万円となりました。 

これは主に、増加要因としては、たな卸資産の減少額218百万円（前年同四半期はたな卸資産の増加額425百万

円）及び仕入債務の増加額186百万円（前年同四半期は仕入債務の減少額38百万円）等によるものです。減少要因

としては、売上債権の増加額182百万円（前年同四半期は売上債権の減少額444百万円）及び割引手形の減少額588

百万円（前年同四半期は割引手形の増加額170百万円）等によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、前年同四半期累計期間に比べ253百万円減少し、70百万円となりました。 

これは主に、増加要因としては、有形固定資産の売却による収入76百万円（前年同四半期比74百万円増）等によ

るものです。減少要因としては、有形固定資産の取得による支出145百万円（前年同四半期比190百万円減）等によ

るものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果得られた資金は、前年同四半期累計期間に比べ404百万円減少し、54百万円となりました。 

これは主に、増加要因としては、長期借入れによる収入400百万円（前年同四半期比400百万円増）によるもので

す。減少要因としては、長期借入金の返済による支出250百万円（前年同四半期比25百万円増）及び配当金の支払

額95百万円（前年同四半期比20百万円減）等によるものです。 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。
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(4）研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、213百万円であります。

 

(5）財務政策

当社の所要資金調達は大きく分けて設備投資資金・運転資金となっております。基本的には「営業活動によるキ

ャッシュ・フロー」の増加を中心としながらも、多額の設備資金につきましては、その時点で最適な方法による調

達を原則としております。また、銀行借入金につきましては、阿久比工場用地を始め、担保に供していない資産も

あり、借入限度枠にも余裕があり、手元流動性預金・手形割引とあわせ、緊急な支払いにも対応可能な体制を整え

ております。

余資の運用につきましては、長期借入金の返済を最優先としております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成27年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年２月４日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,767,800 7,767,800

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部

単元株式数

100株

計 7,767,800 7,767,800 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成27年10月１日～ 

平成27年12月31日
－ 7,767 － 2,144 － 2,967

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 10,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,755,800 77,558 －

単元未満株式 普通株式 1,600 － －

発行済株式総数 7,767,800 － －

総株主の議決権 － 77,558 －

 （注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が3,100株含まれております。また、

    「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権31個が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社鶴弥
愛知県半田市州の崎町２

番地12
10,400 － 10,400 0.13

計 － 10,400 － 10,400 0.13

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

常務取締役 営業本部担当 神谷 秀夫 平成27年６月30日

 

（２）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性９名 女性－名（役員のうち女性の比率－％）
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。 

   なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成27年10月１日から平成27

年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,312,690 1,645,847 

受取手形及び売掛金 1,507,673 ※２ 2,263,369 

商品及び製品 1,502,787 1,304,275 

仕掛品 69,543 36,753 

原材料及び貯蔵品 139,906 152,736 

その他 108,778 74,645 

貸倒引当金 △6,816 △5,061 

流動資産合計 4,634,564 5,472,566 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 1,553,561 1,481,946 

土地 9,195,043 9,113,158 

建設仮勘定 538,869 24,816 

その他（純額） 793,364 1,149,179 

有形固定資産合計 12,080,838 11,769,101 

無形固定資産 36,950 26,449 

投資その他の資産    

投資有価証券 392,181 499,441 

その他 134,940 138,587 

貸倒引当金 － △199 

投資その他の資産合計 527,122 637,829 

固定資産合計 12,644,911 12,433,379 

資産合計 17,279,476 17,905,946 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期会計期間 
(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 555,264 ※２ 548,730 

電子記録債務 586,579 787,820 

短期借入金 2,500,000 2,500,000 

1年内返済予定の長期借入金 300,000 400,000 

未払法人税等 30,283 112,977 

賞与引当金 159,578 79,414 

その他 565,046 559,233 

流動負債合計 4,696,751 4,988,176 

固定負債    

長期借入金 1,275,000 1,325,000 

退職給付引当金 72,908 78,368 

役員退職慰労引当金 255,033 275,112 

その他 86,127 115,595 

固定負債合計 1,689,069 1,794,076 

負債合計 6,385,821 6,782,252 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,144,134 2,144,134 

資本剰余金 2,967,191 2,967,191 

利益剰余金 5,651,886 5,808,950 

自己株式 △5,786 △5,813 

株主資本合計 10,757,425 10,914,462 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 136,229 209,230 

評価・換算差額等合計 136,229 209,230 

純資産合計 10,893,655 11,123,693 

負債純資産合計 17,279,476 17,905,946 
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（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 7,041,288 6,749,161 

売上原価 5,441,011 4,906,896 

売上総利益 1,600,277 1,842,265 

販売費及び一般管理費 1,386,181 1,401,982 

営業利益 214,095 440,282 

営業外収益    

受取利息 134 266 

受取配当金 8,452 10,202 

売電収入 9,603 9,219 

その他 24,580 21,002 

営業外収益合計 42,770 40,691 

営業外費用    

支払利息 30,475 28,568 

手形売却損 6,803 3,316 

工場休止に伴う諸費用 8,142 25,056 

その他 7,568 7,340 

営業外費用合計 52,989 64,282 

経常利益 203,876 416,691 

特別利益    

固定資産売却益 570 － 

関係会社株式売却益 9,999 － 

特別利益合計 10,570 － 

特別損失    

固定資産売却損 － 14,088 

特別損失合計 － 14,088 

税引前四半期純利益 214,446 402,602 

法人税、住民税及び事業税 10,752 123,602 

法人税等調整額 90,827 24,969 

法人税等合計 101,579 148,572 

四半期純利益 112,867 254,030 
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】

    （単位：千円） 

 
前第３四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期純利益 214,446 402,602 

減価償却費 263,033 275,274 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,789 △1,555 

賞与引当金の増減額（△は減少） △165,846 △80,164 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,570 5,460 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 28,340 20,079 

受取利息及び受取配当金 △8,586 △10,469 

支払利息 30,475 28,568 

売上債権の増減額（△は増加） 444,827 △182,333 

たな卸資産の増減額（△は増加） △425,322 218,472 

仕入債務の増減額（△は減少） △38,066 186,129 

割引手形の増減額（△は減少） 170,268 △588,632 

その他 8,881 134,996 

小計 520,232 408,429 

利息及び配当金の受取額 8,584 10,467 

利息の支払額 △34,113 △30,733 

法人税等の支払額 △324,146 △39,216 

営業活動によるキャッシュ・フロー 170,556 348,946 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △335,900 △145,207 

有形固定資産の売却による収入 1,816 76,554 

その他 10,000 △1,950 

投資活動によるキャッシュ・フロー △324,084 △70,603 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の増減額（△は減少） 800,000 － 

長期借入れによる収入 － 400,000 

長期借入金の返済による支出 △225,000 △250,000 

配当金の支払額 △115,366 △95,160 

その他 － △26 

財務活動によるキャッシュ・フロー 459,633 54,813 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 306,104 333,156 

現金及び現金同等物の期首残高 1,346,620 1,300,690 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,652,725 ※ 1,633,847 

 

- 10 -

2016/02/03 19:01:29／15152476_株式会社鶴弥_第３四半期報告書



【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

 １ 受取手形割引高

 
前事業年度 

（平成27年３月31日） 
当第３四半期会計期間 
（平成27年12月31日） 

受取手形割引高 588,632千円 －千円 

 

 ※２ 四半期会計期間末日満期手形

四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四半

期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形が四半期会計期間末日残高に含ま

れております。

 
前事業年度

（平成27年３月31日）
当第３四半期会計期間
（平成27年12月31日）

受取手形 －千円 105,223千円

支払手形 － 58,375

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第３四半期累計期間

（自  平成26年４月１日
至  平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自  平成27年４月１日
至  平成27年12月31日）

現金及び預金勘定 1,664,725千円 1,645,847千円

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △12,000 △12,000

現金及び現金同等物 1,652,725 1,633,847

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日

定時株主総会
普通株式 58,180 7.5 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金

平成26年10月21日

取締役会
普通株式 58,180 7.5 平成26年９月30日 平成26年12月９日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第３四半期累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 38,786 5.0 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

平成27年10月20日

取締役会
普通株式 58,179 7.5 平成27年９月30日 平成27年12月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 前第３四半期累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自 

平成27年４月１日 至 平成27年12月31日）

 当社は、陶器瓦の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

 

（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間

（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

 １株当たり四半期純利益金額 14円55銭 32円75銭

（算定上の基礎）    

四半期純利益金額（千円） 112,867 254,030

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 112,867 254,030

普通株式の期中平均株式数（千株） 7,757 7,757

 （注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成27年10月20日開催の取締役会において、平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対

し、次のとおり当期中間配当を行うことを決議し、支払を行いました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・58,179千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・７円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・・・・・・・・・・・・平成27年12月４日

 

- 12 -

2016/02/03 19:01:29／15152476_株式会社鶴弥_第３四半期報告書



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

      平成28年２月３日

株式会社 鶴弥      

 

  取締役会 御中  

 

  有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 大中 康宏  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 淺井 明紀子 印 

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社鶴弥の

平成27年４月１日から平成28年３月31日までの第49期事業年度の第３四半期会計期間（平成27年10月１日から平成27年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成27年４月１日から平成27年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社鶴弥の平成27年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

 （注） １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

2016/02/03 19:01:29／15152476_株式会社鶴弥_第３四半期報告書


	表紙
	目次
	中表紙
	第一部【企業情報】
	第１【企業の概況】
	１【主要な経営指標等の推移】
	２【事業の内容】 

	第２【事業の状況】
	１【事業等のリスク】
	２【経営上の重要な契約等】
	３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】 

	第３【提出会社の状況】
	１【株式等の状況】
	（１）【株式の総数等】
	（２）【新株予約権等の状況】
	（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】
	（４）【ライツプランの内容】
	（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】
	（６）【大株主の状況】
	（７）【議決権の状況】

	２【役員の状況】

	第４【経理の状況】
	１【四半期財務諸表】
	（１）【四半期貸借対照表】 
	（２）【四半期損益計算書】
	（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】 

	２【その他】


	第二部【提出会社の保証会社等の情報】
	四半期レビュー報告書



